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第 6 四年会開催要項

1 .開催日

2 . 場所

平成 5年 5 月 10 日 〈月 )， 11 日 〈火)

東京大学本郷キャンパス山上会館.化学教室(文京区本郷7-3-1)

3 . プログラム

- 特別講演

- 特別企画

・ 企画 I

E 

・ シンポジウム(1)

(2) 

- 一般発表

- 総会および懇親会

井口 洋夫教授(分子科学研究所)

『放射光寺Ij用の化学一現在と将来 -J

J凶1 P抗el 博士 (AT&T ベJレ研究所) ; 交渉中

fベJレ研における放射光研究20年』

『化学と放射光J 鵠演者5名

『測定 ・ 検出』

『自由電子レーザーj

f生命科学と放射光j

『磁性と放射光J

講演者6 名

購演者 5 名

講演者7 名

講演者 5名

口頭発表(数件)，ポスターセッション

(企業展示もあります。 5/10， 11) 

5 月 1 0 日 (月 〉 5 月 1 1 日(火)
』 9:00 

受付開始

ー 9 : 4 0 -
会長侠拶 企画 I

企画E

『測定 ・ 検出』
r自由也子

レーザーj

f- 11:30-
特別企画

『化学と放射光J
昼食

- 12:30 
昼食

- 13:30 
ポスター②

ー ]4 :30 - ポスター①

シンポジウム シンポジウム

f- 16:00 - 特別日開演:井口教授 (分子fðf)
( 1注命科学と (2)磁性と放射光

Palel 博士(ベル研)
政射光

- 17:00 
総会

- 18:00 

紹親会
~ 19:30 

-;8-
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4. 参加費

会員 3，000 円 非会員 5， 000 円

懇親会費 5， 000 円(学生 2，000 円)

5. 講演申し込み締切

• 1993年 1 月 20 日(水〉

・発表者の内， 1 名は学会員であることが必要です。

学生 500 円

-申し込み用紙は本誌巻末の綴じ込み用紙(コピー可)を使って下さい。

・発表形式は原則として全てポスターですが，申込みの中から企画に合ったものを数

件口頭発表に致します。その決定については年会フ。ログラム委員会に任せて頂きます0

・プログラムが決まりましたら (2 月中旬) 申し込み各位に文書でお知らせ致しま

す。

6. 予稿集原稿の書き方

.A4判の用紙に，下記のようにワープロで打って下さい。

(1)左右 17cm x 天地25cm以内(文字スペース)

(2) 表題は 1 行目に，縦横倍角にして，センターへ

(3) 筆者名は 3 行目センター，所属は 4 行目センターへ

(4) 本文は， 6 行目から打ち出す。

(5) 用紙は図も含めて 1 枚とします。

7. 予稿集原稿締切

・ 1993年 2 月 27 日(土)

8. 発表申し込み用紙，予稿集原稿送付先

9. プログラムの掲載

・学会誌第 6 巻第 1 号 (1993年 2 月発行)

10. 年会実行委員長

・太田俊明 東京大学理学部化学科

干 113 東京都文京区本郷7-3-1

TEL 03 -3812 -2111 内線 4331

FAX 03 -3812 -1896 

nuu 

円I
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o東京大学本郷構内案内図

変通

正門 釜*郷三了目

地下鉄:丸の内線「本郷3丁目」駅下車，徒歩約10分

千代田線 「摂津J 駅下車，徒歩約15分

千代田線「湯島」 駅下車，徒歩約15分

パス : 都パス 「東大構内」 行(お茶の7k， 聖橋発)

-80-


